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福祉団体活動紹介
シリーズ ５

第 5回目は
　築上町視覚障害者福祉会を紹介します

　
本
会
は
、
平
成
元
年
５
月
23
日
に
「
椎
田
町
視
覚
障
害
者
福
祉
会
」
と
し
て
発
会
。

平
成
18
年
の
築
上
町
誕
生
に
伴
い
、
旧
築
城
町
に
住
む
会
員
も
加
入
。
現
在
は
正
会

員
19
名
、
賛
助
会
員
29
名
で
す
。
正
会
員
は
築
上
町
在
住
の
視
覚
障
害
者
、
賛
助
会

員
は
正
会
員
を
支
援
す
る
会
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
視
覚
障
が
い
者
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
協
議
し
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深

め
、
友
和
親
睦
の
も
と
に
社
会
へ
の
参
加
、
安
定
し
た
自
立
、
福
祉
向
上
の
推
進
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
主
に
社
会
見
学
や
野
球
観
戦
、
障
が
い
が
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
交
流
会

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
）
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
り
、
社
会
見
学
は
１
泊

２
日
で
工
場
や
博
物
館
等
の
見
学
に
行
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
の
介
助
な
し
に
は
不
自

由
で
不
便
な
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
賛
助
会
員
が
支
援
し
て
く
れ
る
た
め
、
外
出
先

で
の
移
動
や
食
事
、
買
物
な
ど
も
出
来
、
会
の
活
動
を
通
し
て
色
ん
な
体
験
を
積
ん

で
い
ま
す
。

　
会
の
活
動
を
衰
退
す
る
こ
と
な
く
、
障
害
者
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
て
今
後
の
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
上
町
視
覚
障
害
者
福
祉
会　
会
長　
進　
信
孝（長崎ハウステンボス内を散策）

平成29年度
　入門手話講習会受講生募集
日　　時 ▶5月16日～10月3日　全20回　毎週火曜日10：00～12：00
　　　　　※8月15日はお盆のためお休み
場　　所 ▶築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」
定　　員 ▶20名（定員になり次第締め切り）
申 込 み ▶3月1日(水)から5月12日(金)までの間（土日祝は除く）
　　　　　電話にて申し込みを受け付けます。
　　　　　築上町社会福祉協議会　☎（56）2223
受付時間 ▶8：30～17：00
参 加 料 ▶５００円
講　　師 ▶町内在住言語聴覚障害者
協　　力 ▶築城手話の会
主　　催 ▶社会福祉法人　築上町社会福祉協議会

募集
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広報部会
より

　
枯
れ
草
の
中
か
ら
萌
黄
色
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
花
芽

が
春
の
到
来
と
知
ら
せ
る
。
春
一
番
の
採
れ
る
山
菜
で
田
の
畦
や
土
手

な
ど
い
ろ
ん
な
所
で
咲
く
。
裏
庭
で
つ
ぼ
み
を
見
つ
け
て
早
く
咲
か
な

い
か
と
見
る
。

　
名
前
の
由
来
＝
花
茎
と
花
蕾
を
塔
に
見
た
て
た
も
の
。
フ
キ
の
名
は

種
子
が
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に
飛
び
散
る
の
で
フ
ブ
キ
か
ら
き
た
と
す
る

説
や
、
昔
、
排
便
後
の
処
理
を
そ
の
葉
で
し
た
の
で
、
フ
キ
に
な
っ
た

な
ど
、
い
ろ
ん
な
説
が
あ
り
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

　
特
徴
＝
キ
ク
科
の
多
年
草
。
フ
キ
の
花
茎
で
、
最
初
大
き
い
う
ろ
こ

状
の
苞
に
包
ま
れ
て
い
る
が
、
や
が
て
茎
が
伸
び
そ
の
先
に
花
を
つ
け

る
。
白
黄
色
か
白
色
が
一
般
的
で
す
が
、
ま
れ
に
濃
紫
赤
色
系
の
も
の

も
あ
る
と
の
事
。

　
食
用
＝
食
薬
用
の
た
め
栽
培
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、

昔
か
ら
食
用
に
摘
ま
れ
た
。
多
少
苦
味
と
香
り
が
あ
り
刻
ん
で
汁
の
吸

口
に
し
た
り
、
精
進
揚
げ
や
蕗
味
噌
な
ど
し
て
季
節
の
味
を
楽
し
む
。

花
あ
と
、
花
の
つ
け
根
が
の
び
て
野
菜
の
フ
キ
に
な
り
、
キ
ャ
ラ
ブ
キ

な
ど
の
煮
物
や
葉
は
浸
し
物
に
さ
れ
た
り
す
る
。

　
薬
用
＝
つ
ぼ
み
状
の
も
の
を
と
り
、

干
し
て
煎
じ
て
飲
む
と
せ
き
止
め
に
効

く
。
地
中
の
根
茎
は
健
胃
剤
に
な
る
と

の
事
。

　
花
こ
と
ば
＝
公
平
な
判
断

　
暖
か
く
な
り
春
の
花
が
咲
き
は
じ
め

ま
す
。
お
出
か
け
の
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
上
お
元
気

に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

（
文
と
イ
ラ
ス
ト
）

　
広
報
部
会
　
大
森
キ
ヨ
子

蕗
の
薹

児童館節分豆まき
広報部会　井上 孝之助

　

一
月
二
十
八
日
、
一
足
早
い
節
分
の
豆
ま
き
大
会
を
ア
グ
リ
パ

ー
ク
の
児
童
館
で
取
材
し
ま
し
た
。

　

「
十
時
三
十
分
〜
十
二
時
、
要
予
約
」
で
応
募
し
た
ほ
ぼ
定
員

通
り
の
二
十
組
ほ
ど
の
親
子
が
開
始
時
間
前
に
三
々
五
々
に
集
ま

っ
た
。
対
象
は
五
歳
以
下
の
乳
幼
児
で
、
夫
婦
連
れ
、
お
母
さ
ん

連
れ
。
各
組
一
人
〜
三
人
の
子
ど
も
。
指
導
員
の
合
図
で
遊
戯
を

し
な
が
ら
豆
ま
き
が
始
ま
っ
た
。
参
加
の
お
父
さ
ん
方
が
扮
す
る

鬼
さ
ん
を
相
手
に
泣
く
子
、
は
し
ゃ
ぐ
子
、
親
子
と
も
ど
も
、
今

年
の
無
病
息
災
を
願
っ
て
、
格
別
な
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う

で
し
た
。

　

い
ま
、
共
働
き
家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、
学
校
、
家
庭
に
次
ぐ

第
三
の
居
場
所
と
し
た
施
設
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
町
内

に
も
、
ア
グ
リ
パ
ー
ク

の
児
童
館
以
外
に
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し

て
下
城
井
、
築
城
、
八

津
田
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
社

協
が
町
か
ら
指
定
管
理

を
受
け
、
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
、
管
理
運
営

し
て
い
ま
す
。

ふ
き

と
う

三
月　

春
の
摘
み
草
は
昔
か
ら
の

　
　
　

楽
し
い
野
遊
び
の
行
事
で
す
。
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弥
生
、
三
月
　
花
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
式
、
転
勤
、
年
度
末
等

で
何
か
と
ご
多
忙
の
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と

申
し
ま
す
。
体
の
リ
ズ
ム
を

三
寒
四
温
に
合
わ
せ
て
元
気

に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

よ
り
良
く
明
る
く
住
み
良
い

町
に
な
れ
ば
と
皆
で
努
力
を

し
て
お
り
ま
す
。
社
協
だ
よ

り
に
皆
様
の
ご
意
見
や
、
ご

投
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
芳
情
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
浄
財
は
、
社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、
所
得
税
の
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

（
平
成
28
年
12
月
17
日
〜
平
成
29
年
２
月
17
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

寄
付
金
の
お
礼

編
集
後
記

広
報
部
会

　
大
森
　
キ
ヨ
子

  http://chikujyo-shakyo.jp/
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈
香
典
返
し
〉

♦
椎
田
地
区

〔
湊
　
南
〕
池
　
田
　
泰
　
子
　
様
（
亡
夫
　
進
様
）

〔
椎
田
中
〕
後
　
藤
　
美
佐
子
　
様
（
亡
夫
　
忠
昭
様
）

〔
西
高
塚
〕
内
　
山
　
晉
　
作
　
様
（
亡
母
　
シ
ス
エ
様
）

　
　
　
　
　
及
　
川
　
　
　
力
　
様
（
亡
妻
　
美
恵
子
様
）

〔
東
高
塚
〕
堅
　
本
　
冨
美
子
　
様
（
亡
夫
　
一
昭
様
）

　
　
　
　
　
生
　
田
　
泰
　
倶
　
様
（
亡
母
　
ヱ
キ
様
）

　
　
　
　
　
武
　
道
　
修
　
司
　
様
（
亡
叔
父
　
保
男
様
）

〔
今
　
津
〕
平
　
尾
　
照
　
子
　
様
（
亡
夫
　
操
様
）

　
　
　
　
　
牧
　
　
　
幸
　
子
　
様
（
亡
夫
　
光
幸
様
）

　
　
　
　
　
茂
呂
田
　
直
　
樹
　
様
（
亡
母
　
芙
美
子
様
）

〔
西
八
田
〕
植
　
田
　
　
　
保
　
様
（
亡
母
　
美
惠
子
様
）

〔
下
岩
丸
〕
中
　
内
　
ツ
ル
代
　
様
（
亡
夫
　
五
月
様
）

〔
水
　
原
〕
田
　
原
　
和
　
志
　
様
（
亡
母
　
和
枝
様
）

〔
奈
　
古
〕
加
　
来
　
俊
　
作
　
様
（
亡
父
　
俊
彦
様
）

〔
上
り
松
〕
南
　
　
　
健
　
治
　
様
（
亡
母
　
雪
子
様
）

♦
築
城
地
区

〔
下
本
庄
〕
中
　
野
　
サ
ヱ
子
　
様
（
亡
夫
　
忠
憲
様
）

〔
松
　
丸
〕
岩
　
岡
　
孝
　
男
　
様
（
亡
父
　
芳
美
様
）

〔
上
深
野
〕
奥
　
　
　
正
　
光
　
様
（
亡
母
　
フ
タ
ミ
様
）

〔
袈
裟
丸
〕
木
　
村
　
博
　
幸
　
様
（
亡
母
　
ク
ラ
子
様
）

〔
安
武
町
〕
吉
　
岡
　
規
　
文
　
様
（
亡
義
母
　
神
野
サ
エ
子
様
）

〔
赤
　
幡
〕
末
　
次
　
專
一
郎
　
様
（
亡
母
　
末
次
ア
ヤ
様
）

〔
広
　
末
〕
城
　
戸
　
久
　
子
　
様
（
亡
夫
　
一
身
様
）

〔
上
築
城
〕
吉
　
留
　
ユ
リ
ミ
　
様
（
亡
夫
　
順
治
様
）

〔
上
別
府
〕
大
　
森
　
一
　
義
　
様
（
亡
妻
　
フ
ミ
子
様
）

平成28年度 福祉入門教室
『2025年の超高齢社会を生きる』～認知症予防と地域の絆～

暮らしに役立つ住民福祉講座　受講生募集
　６５歳以上の団塊世代が７５歳以上となり５人に１人が高齢者となる２０２５
年の超高齢社会を目前に、認知症や災害が身近な問題となり、地域での支え合い
が重要になっています。私たちは今後、地域でどう過ごしていくかを専門の講師
とともに認知症の理解と災害時における地域の支え合いについて学びましょう。

３月１８日(土)１０：３０～１２：００
講師：日本防災士会　福岡県支部
　　　事務局長　黒田 清利 氏
「災害から学ぶ自助・共助で防災対策
　～災害はいつやってくるか分からない～」

場　所／築上町椎田社会福祉センター
　　　「自愛の家」
対　象／関心のある方
参加費／無料
申込み／講座前日までにお電話にて
　　　　お申込みください
主　催／築上町社会福祉協議会
　　　　京築地区福祉人材バンク

申込み・お問い合わせは
　築上町社会福祉協議会
　☎0930-56-2223

〈
一
般
寄
付
〉

　
築
上
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

様

　
築
上
町
商
工
会
女
性
部 

様

〈
赤
い
羽
根
共
同
募
金
〉

　
築
上
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会 

様

〈
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
〉

　
豊
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

様


